












Development and evaluation of a video production program by university libraries:















University libraries are expected to advance the applied abilities of the practical skills 
through video production program that extend learning support by utilizing diverse information 
media. Unlike long-term conventional programs implemented in classes, the present study 
developed a short-term video production program highlighting practical training in university 
libraries. Three cases of video production were examined, and a short-term video production 
module was created. The techniques taught in the program focused on the practical skills; 
the video centered on aspects, such as ambiguity and, the composition of a sequence. Thirty-
nine university students (experiment group, 20 people; control group, 19 people) were asked 
to respond to statements concerning their “understanding of the video techniques during the 
viewing video viewing of the film” and on the “use of video techniques during video production” 
at three time points: before, immediately after, and one month after program execution. 
Subsequently, their answers were analyzed. The results showed that the scores immediately 
after the video production program as well as one month after the program were higher only 
for the experiment group. This outcome, suggests that the developed program exerted the 
desired educational effect.
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Word2010 卒論の体裁を整える（ 1）～（ 3） 講義・演習 60分
Excel2010 レベルに合わせて Excel攻略！【初級】～【応用】 講義・演習 60分
PowerPoint2010 失敗しないプレゼン資料の作り方　プレゼン見た目まるごと修正 講義・演習 60分
























































































































































































































































































































































映像の意図 講義 /視聴 20分
撮影 撮影計画 講義 /実習 30分
サイズ 講義 /視聴 5分
構図 講義 /視聴 5分
パンニング、ズーム 講義 /視聴 5分
長めに撮影する 実習 5分




















































年生 5名、3年生 2名、4年生 7名、1名の記載が不確
定だったため、集計からは除外し、19名で検討）と、統
















実施対象 実施群（図書館学生アルバイト・1年生 5名、2年生 5名、3年生 2名、4年生 7名）20名（ 1名の記載が
不確定だったため、集計からは除外し、19名で検討）
統制群（陸上部学生・1年生 7名、2年生 7名、3年生 0名、4年生 4名）19名



























































は 1 回目よりも 2 回目（p<.001）、1 回目よりも 3 回目
（p<.001）、3 回目よりも 2 回目（p<.001）の「映像視聴
時の映像技法の理解」の得点が有意に高かった。実施群
では、1 回目よりも 2 回目、1 回目よりも 3 回目の「映像
視聴時の映像技法の理解」の得点が高く、2 回目から 1 か
月後の 3 回目まで維持されていることが示された。一方、












て質問した結果を集計し、平均の推移を図 2 に示した。 
 調査実施タイミング（1 回目、2 回目、3 回目）、プロ
グラム実施の有無（実施群、統制群）を独立変数、「映像
制作時の映像技法の使用」に関する回答合計を従属変数、
として 2 要因の分散分析(混合計画)を実施した（表９）。 
 表９に示したように、調査実施タイミングとプログラ
ム 実 施 の 有 無 の 交 互 作 用 が 有 意 で あ っ た
（F(2,25)=152.38, p<.001）ため、実施群と統制群に分
けて、調査実施タイミングについての 1 要因の分散分析
を行った。実施群では 1 回目よりも 2 回目（p<.001）、1
回目よりも 3回目（p<.001）、3回目よりも 2回目（p<.001）
の「映像制作時の映像技法の使用」の得点が有意に高か
った。実施群では、1 回目よりも 2 回目、1 回目よりも 3
回目の「映像制作時の映像技法の使用」の得点が高く、 
2 回目から 1 か月後の 3 回目まで維持されていることが
示された。一方、統制群では、1回目よりも3回目（p<.005）、






















































































































べての観点において 1 回目よりも 2 回目及び 3 回目の得













































































































































































































































































2 ） Yale University Library. “Film and Media Studies”, 入手 
先 <https://web.library.yale.edu/collection-development/ 
film-and-media-studies>, (accessed 2019-06-19).
3 ） George Mason University Libraries.  “Media 
Services”, 入手先 <https://library.gmu.edu/media>, 
(accessed 2019-06-19).






































































































（平成31年 3 月29日受付） 
（令和元年 8月20日採録）
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島田　大学図書館が主催する映像制作プログラムの開発と評価
付録　「映像視聴時の映像技法」（視聴）と「映像制作時の映像技法の使用」（制作）の質問項目
「映像視聴時の映像技法」（視聴）の質問項目 「映像視聴時の映像技法」（制作）の質問項目
1 映像を見ているとき、フィックスショット（ブレない
映像、傾いていない映像）をあげることができる
1 撮影をする際に、フィックスショット（ブレない映像、
傾いていない映像）を撮影するにはどうしたらよいの
かを説明できる
2 映像を見ているとき、フィックスショット（ブレない
映像、傾いていない映像）とそうでない映像の違いが
分かる
2 撮影をする際に、フィックスショット（ブレない映像、
傾いていない映像）の撮影ができる
3 映像を見ているとき、映像の中の風景のサイズ（「フ
ルフィギュア」「ニーショット」「ウエストショット」「バ
ストショット」「クローズアップショット」）の特徴を
それぞれ説明できる
3 風景の撮影をする際に、風景のサイズ（「大ロング」「ロ
ングショット」「ミドルショット」「フルフィギュア」
「クローズアップショット」）の特徴をそれぞれ説明で
きる
4 映像を見ているとき、映像の中の人物のサイズ（「フ
ルフィギュア」「ニーショット」「ウエストショット」「バ
ストショット」「クローズアップショット」）の特徴を
それぞれ説明できる
4 人物の撮影をする際に、人物のサイズ（「フルフィギュ
ア」「ニーショット」「ウエストショット」「バストショッ
ト」「クローズアップショット」）の特徴をそれぞれ説
明できる
5 映像を見ているとき、映像の中の人数のサイズ（「ワ
ンショット」「ツーショット」「スリーショット」「グルー
プショット」）の特徴をそれぞれ説明できる
5 人数の撮影をする際に、人数のサイズ（「ワンショット」
「ツーショット」「スリーショット」「グループショッ
ト」）の特徴をそれぞれ説明できる
6 映像を見ているとき、映像の中の風景のサイズ（「大
ロング」「ロングショット」「ミドルショット」「フルフィ
ギュア」「クローズアップショット」）のサイズがどこ
で使用されているかが分かる
6 風景の撮影をする際に、風景のサイズ（「大ロング」「ロ
ングショット」「ミドルショット」「フルフィギュア」「ク
ローズアップショット」）の撮影ができる
7 映像を見ているとき、映像の中の人物のサイズ（「フ
ルフィギュア」「ニーショット」「ウエストショット」「バ
ストショット」「クローズアップショット」）のサイズ
がどこで使用されているかが分かる
7 人物の撮影をする際に、人物のサイズ（「フルフィギュ
ア」「ニーショット」「ウエストショット」「バストショッ
ト」「クローズアップショット」）のサイズの撮影がで
きる
8 映像を見ているとき、映像の中の人数のサイズ（「ワ
ンショット」「ツーショット」「スリーショット」「グルー
プショット」）のサイズがどこで使用されているかが
分かる
8 人物の撮影をする際に、人数のサイズ（「ワンショット」
「ツーショット」「スリーショット」「グループショッ
ト」）のサイズの撮影ができる
9 映像を見ているとき、映像の中のカメラワーク（「パン」
「ズーム」など）を撮影するにはどうしたらよいのか
が分かる
9 撮影をする際に、カメラワーク（「パン」「ズーム」な
ど）の撮影ができる
10 映像を見ているとき、映像の中のカメラワーク（「パン」
「ズーム」など）をどこで用いているのかが分かる
10 撮影をする際に、カメラワーク（「パン」「ズーム」な
ど）の特徴をそれぞれ説明できる
11 映像を見ているとき、カットとカットをどのように組
み合わせればよいかについて分かる
11 映像制作をする際に、カットとカットをどのように組
み合わせればよいかについて説明できる
12 映像を見ているとき、カットとカットの組み合わせが
どのように効果的に使用されているのか分かる
12 映像制作をする際に、カットとカットの組み合わせを
効果的に使用することができる
13 映像を見ているとき、制作者の意図と映像と映像の関
係性について説明できる
13 映像制作をする際に、自分の意図と映像の関係性につ
いて説明できる
14 映像を見ているとき、制作者がどのような意図によっ
てその映像を制作したのかを読み取ることができる
14 映像制作をする際に、自分の意図通りに制作ができる
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